













　　The objective of this thesis is to illustrate the mechanism in which multiple aspects of a language are 
derived from the phase shift phenomena of three linguistic dimensions: phonetic, syntactic and semantic 
information.  A Theory of Syntactic Predicational Operators and its Numerations is now equipped with a 
more sophisticated linguistic quantum theory that can better deal with semantic information and can describe 
linguistic generative procedures in more mathematical ways, together with the parallel linguistic computational 
theory and linguistic tensor description.
１．はじめに






















A Theory of Syntactic Predicational Operators and its Numerations












　しかしながら、縦寸 a、横寸 b、幅 c の計測値は、それぞれ入れ替える事が可能である、



































































































































として放出する。本稿は、藤内 (2010) で見た三並列の量子化により、 [+Arg] 中間子によって媒介さ
れる格照合演算を、項や付加詞だけでなくモダリティにも拡充して、[+Arg] 中間子の「質量」を区別
するための因数 n を付け加えて [+Arg(n)] と表記する。陰素性の [-Arg] も同様に質量数を与え、質量
数が合わないと演算できないと仮定する。
　[+Arg(n)] および [-Arg(n)] 中間子の質量数 n は、語彙項目で項・付加詞・モダリティに与えられて





　4.…投射原理に従い、主節主語に当たる項を媒介する [Arg(n)] が、最も質量 (n) が軽い。









































































































N 量子、A 量子、V 量子である。複合量子とは、終末ブレーンが媒介する項、節、文である。語彙的









　(5)… a. He is a student.
… b. She loves her student.
　(6)… a. She is famous.
… b. She is a famous critic.
(5a) の a student は古典的な品詞では名詞であるが、統語的述語演算理論では述語であり、(5b) では
her student は項であるとみなす。また、(6a) の famous は古典的な品詞では叙述用法の形容詞であるが、











C 素性を持つ場合 2、M 素性を持つ場合 3、Y 素性を持つ場合 5、複数持つ場合は合計値を表示する。
　第３の変数である演算素性の種別 c は、何も媒介しない場合は 0、各演算素性の種類に応じて固有
の素数の数値 p を表示（注）し、２つのものがかけ合わさって一つになる演算の性質から、乗算による









































































　しかしながら、D 量子と相互作用する N 量子は、常に属格表示されているわけではない。全ての
D 量子は、自らの C 素性を N 量子の M 素性を合算する演算を行うが、s=0 の [Arg] 中間子は随意的
な中間子で、s=0 の [Arg] に媒介された場合の解が属格標示である。D 量子にとって s=0 の [Arg] 中間
子が随意的である理由は、実際には D 量子が単一の素量子ではなく、量子状態テンソルに未知の状
態を表す次元があり、述語演算子と完全に並行しない、と藤内 (2007) の理論を拡充する。項内部の
D 量子と t 量子は量子状態 a=2 の項演算子であるが、未知の量子状態によって述語演算子と区別され
る。未知の量子状態は、演算を受ける並行言語場の状態定数 d で、主言語場で 0、並行言語場群は、
位相が主言語場に近いものから 1、2... となる。d=0 の時に演算子は述語を演算し、d ≧ 1 の時に項を
演算する。d ≧ 1 の時に次元 c が表す固有の素数値によって、D 量子は古典的な代名詞類のそれぞれ
のクラスに分類され、s=0 の [Arg] 中間子は c の値によって存在の有無が異なると考えられる。
　本稿は、D 量子が s=0 の [Arg] 中間子に媒介される必要がなくても、N 量子が配位される座標に、
名詞演算子 νを常に配位すると仮定する。ν演算子は、D量子の状態変数 cの値によって状態が異なる。
この仮定は、項内部の CMY 素性の媒介量子を維持し、D 量子群の演算課程を並行にし、更に代名詞
類が先行詞を持つ現象、不定代名詞の統語的特異性、所有代名詞の形成過程などに応用が可能である。
　人称代名詞や指示代名詞は、音声表示を持たない名詞的 ν 演算子を配位し、ν 演算子の先行詞を自
らの先行詞にする。再帰代名詞と不定代名詞では、音声表示がある ν 演算子である接辞と演算が行わ
れる。再帰代名詞は、s=0 の [Arg] 中間子に媒介される D 量子が、照応形である ν 演算子 -self を配位
して、照応形の性質を継承する。不定代名詞は、数量詞系 D 量子が、不定指示の ν 演算子接辞を配
位する。所有代名詞では、音声表示のないν演算子との演算によって、s=0 の [Arg] 中間子に媒介さ
れる D 量子が単体で代名詞として働くようにみえる。
　共役位置にある A 量子は、N 量子とリンクを持つことが出来、N 量子が (1,1) に移動した後、その
後の移動に随伴するが、ν 演算子では振る舞いが異なる。A量子は、ν 演算子の状態によっては共起
することが出来ず、選択されない。この理論が、代名詞類に修飾語がない現象を説明する。また、D



















































　量子の存在する言語場を表す状態定数 d は、この位相変動理論においては、a+bi の複素数で表され
ると、理論を更に拡充する。a=1 の時に共時的並行言語場、2の時に経時的並行言語場に量子がある。
また、b=0 の時に項、b ≧ 1 の時は主言語場の述語演算子、b ≦ -1 ならば並行言語場の項演算子、と
分布が異なる。また、a の符号が正ならば直説法、負ならば接続法を表す。
　並行言語場間のリンクと位相のずれは、PRO の先行詞決定の理論であるコントロール理論にも影
















　(11)…a. What do you think that John said that you had eaten?





閉じ込まれる終末ブレーン A から、それを閉じ込む終末ブレーン B に、A 内部の情報が正しく伝達
されるためには、一度 B 内部の任意の量子に A の情報が伝わる必要がある。その際それを媒介する
のは、質量 0の [Arg] 中間子、[Arg(0)] であると仮定する。










い。演算結果に不足がある量子 A と、余剰がある量子 B が、別の演算によって同軸配位された場合
のみ、[Arg(0)] 中間子の作用で A の不足が B に伝わって、A と B の演算収支を最終的にゼロとする。
最終的に [Arg(0)] によって媒介されない主節において、演算は集束するか破綻する。
　(11a) では、[that you had eaten] 量子は said の内容節としては演算されても、eaten 量子の目的語が不
足していることは充たせない。ところで最終的に１つ余分な要素を持つ [what do you think] 量子は、
think 量子が任意の量子と演算を完了しないと破綻するが、[that John said that you had eaten] 量子を演
算して、think 量子は安定すると同時に、what 量子は [Arg(0)] 中間子に媒介されて、演算収支がゼロ
となる。
　(11b) では、見た目の統語的特徴に反し、目的語が必ず名詞句でなければならない believe 量子は、
その目的語に格照合子と空演算子を配位する。音声表示がある名詞句主語に格がない [Bill to be sad]
量子の持つ [Arg(0)] 中間子は、その作用によって遷移先同軸上の空演算子の先行詞演算を充たし、か
つ Bill 量子の格演算も充たし、両者に統語的過不足がないように演算する。












a. [PROP3 [T -s][PROP1 [PRED φ] [Arg(2) The woman] [v know] [Arg(0) X]]]
b. X= [PROP3 -ed [PROP1 [PRED be] [Arg(2) she] [v followed] [Adjunct by [Arg(11) a detective]]]]
　主言語場で演算される命題述語 know の補部に命題変項 X を置き、X は並行言語場で演算される。
それとは別に、the woman、she、a detective もまた、別の並行言語場で演算され、それぞれ [Arg(n)]









主節述語と項の格素性の演算を行う。… 主節主語の CMY 素性の演算を行う。
－100－ －101－
b.…経時的並行言語場群
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(15)…最終形態
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